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1. はじめに 

個人被ばく線量計のひとつである蛍光ガラス線量計は繰り返し測定が可能であることや素子間

のばらつきが小さいなど，優れた特徴を有することから，精度よい線量計として様々な放射線施

設で広く用いられている。この蛍光ガラスには銀活性リン酸塩ガラスが用いられており，ガラス

の中に銀が Ag
+の状態で安定してドープされている。我々は，銀活性リン酸塩ガラスのラジオフ

ォトルミネッセンス（RPL）発光メカニズムの解明を目的として、ガラス中の Ag
+が放射線照射に

よって発光中心 Ag
0および Ag

2+になる過程について，光学特性の観点から詳細に調べている。本

報では銀活性リン酸塩ガラスのフォトルミネセンス（PL）および RPLと発光中心との関係につい

て議論する。 

 

2. 実験方法 

銀活性リン酸塩ガラスへの RPL発光中心の形成には、X線(管電圧 30ｋV、管電流 20ｍA）を照

射量を変えて照射した。X 線照射前後の PL および RPL は日立蛍光分光光度計(HITACHI F-2500)

を用いた。 

 

3. 結果 

 図は、X線照射量を変えた時の PLお

よび RPL蛍光スペクトルの測定結果であ

る。X 線照射量が増加するとともに、RPL

蛍光スペクトル（400nm～700nm）は増加

し、PL 発光スペクトル(255nm～400nm)

は減少した。X線照射による発光中心 Ag
0，

Ag
2+の形成と PL および RPL との関係に

ついて発表する。  

図 X 線吸収線量に対する PLおよび RPL蛍光スペクトル 
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